




































































　図表 2 の左から 1 列目の上段 2 段に表記されている手法が管理会計における戦略管理会
計手法であり下段 2 段が意思決定会計手法，2・3 列目の手法・システムが業績管理会計
にあたる。ちなみに環境コストマトリックスとは，環境予算に関する手法である。つまり
企業は長期継続的に環境負荷と経済・環境コストの低減を図ろうとすれば，左から 1 列目


























































































































（9） こうした動向の中心は，ManagementAccountingResearch 誌の 2013 年における環境マネジメント・コン


































組織の CSR への取り組みによる 4 つの発展段階モデル（①経済的圧力によるもの，②通
常の経営活動の継続に向ける PR，③企業構成員に対するより倫理的・社会的・環境的な











































ない CSR 活動は長期的な企業経営にとって有効ではないと主張する。従来の CSR 活動は
企業と社会の関係悪化から生じる「緊張の緩和」を主な目的としていた。それは一連の公
―76―










3-3-2　Porter and Kramer （2006）













3-3-3　Porter and Kramer （2011）
　これまでの 2 本の業績をふまえてポーターとクラマーは，この論文で初めて CSV を定
義している。CSV とは，「企業が事業を営む地域社会の経済条件や社会状況を改善しなが
ら，みずからの競争力を高める方針とその実行」である（編集部編2011：11 頁）。
















　これまで見てきたように，CSV は CSR 実践の反省をふまえて台頭してきた歴史がある。





































































































の顧客の誘致の結果，1999 年当時会員数は約 6 万人に達し，寄せられる発言数は 1ヶ月で
約 1 万件にも上った。同社は「フォーラム」の会員に直接会って意見を交換する場を設け


































































































































（14） 先ほど 3-4 で述べた P ＆ G 社のタイド・コールドウォーターの開発事例（明神2009）がこれにあたる。
―82―
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creation）（Roseretal. 2013）」の 2 つの下位概念からなることを明らかにした。
―85―
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